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Read me：Tex版ケースフォーマット使用上の注意

以下のことにご注意ください．

• ケース本体の tex ソースファイルは “case format.tex” で，ティーチングノートの tex

ソースファイルは “teaching note format.tex”です
– ケース本体の Word 版は “case.docx” で，ティーチングノートの Word 版は

“note.docx”です10

• 当該ソースファイルのエンコーディングは UTF-8 です．これは LaTex エディタを使
用する上で，決定的となりますので適宜調整してください

– ケースおよびティーチングノートのソースファイルは Mac 版 LaTex 編集ソフト
“TeXShop (ver. 4.25)”で作成されております

• 行番号が自動的に付与されるようにコマンドが組み込まれておりますが，１回のコ
ンパイルでは全ページに渡って通し番号が付与されてしまいますので，必ず２回以
上コンパイルするようにしてください（これにより，各ページごとの行番号が更改
されます）

• 本文に
– ヘッダータイトル20

– 氏名（必ずローマ字大文字入力）．デフォルトでは “HIROYUKI KURIMOTO” に
なっております

– １ページ目フッターの氏名を必ず入力してください．デフォルトでは「栗本博
行」になっております

を入れ忘れないようにご注意ください
• 行数，文字数はそれぞれ 40行，40文字です．これらを変更しないようにご注意くだ
さい

• 最初のページのみ，ケース見出しと本文との間に１行だけ空けております．これも
変更しないようにご注意ください
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